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Abstract
We investigated the relationship between human figure drawing size and perceived body satisfaction by us-
ing three types of body image test; Self Rating Body Image （SRBI）, Self Image Drawing （SID）, and Inner 
Body Image （IBI） in 140 female university students. One way ANOVAs revealed that the size of lumber 
width estimated by the SID had a significant main effect on the satisfaction of visceral organ estimated by the 
SRBI, in other words, a degree of satisfaction of visceral organ in the students who drawn the human figures 
with wide lumbar width was higher than that in the students who drawn those with narrow lumbar width. We 
discussed the reason why there was such a relationship between the human figure drawings and the body sat-



































































SID を遂行できなかった者が 1 名みられた（IBI は全員遂行可能であった）．その他，24 名において
SRBI の回答に不備が見られたため，以下の分析は以上の者を除いた残り 115 名の結果に基づいて行っ
た．
SRBI の分析に関して，Tadai et al. （1994）は因子分析により 19 項目をそれぞれ，体型（body shape）11
項目，顔面（face）5 項目，内臓（visceral organ）3 項目の下位カテゴリーに分類した．そこで今回のデー
タについて，これら下位カテゴリーごとのα係数を算出した結果，α係数はそれぞれ，体型 .749，顔面 
.667，内臓 .618 となり，ある程度の信頼性があることが確認された．そこでこれらの 3 カテゴリー点を
従属変数とした．各カテゴリーの平均点と標準偏差は，体型 27.07±5.92，顔面 12.81±3.38，内臓 8.73
±2.30 となった．
2??SID? IBI????????????????????
SID では「像の高さ」，「頭部の高さ」，「胴の幅」の 3 指標のサイズ（mm）を計測した．その結果，それ
ぞれの平均値と標準偏差は，像の高さ 133.91±32.49mm，頭部の高さ 29.43±7.02mm，腰の幅 22.78±
6.61mm となった．さらに「像の高さ」のサイズに「胴の幅」のサイズを乗じて，人物画が描かれた空間の
面積を算出した結果，その平均値と標準偏差は 3189.77±1512.72mm2 となった．一方，IBI では描出さ
れた臓器数を数えた．その結果，臓器の平均描出数と標準偏差は 3.65±3.24 個となった．以上の指標の
中で，SID に関する 4 指標では，平均値から－1SD 未満（Ⅰ群），－1SD 以上～＋1SD 未満（Ⅱ群），
＋1SD 以上（Ⅲ群）の 3 群に対象者を群分けした．また IBI では描出された解剖学的部位の数に着目し，
0 個（Ⅰ群），1～4 個（Ⅱ群），5～8 個（Ⅲ群），9～13 個（Ⅳ群）の 4 群に対象者を群分けした．各群におけ
る人数内訳は次の通りとなった．像の高さ：Ⅰ群 20 名，Ⅱ群 75 名，Ⅲ群 20 名，頭部の高さ：Ⅰ群 20 名，
Ⅱ群 73 名，Ⅲ群 22 名，腰の幅：Ⅰ群 24 名，Ⅱ群 73 名，Ⅲ群 18 名，面積：Ⅰ群 20 名，Ⅱ群 78 名，
Ⅲ群 17 名，臓器数（IBI）：Ⅰ群 36 名，Ⅱ群 28 名，Ⅲ群 43 名，Ⅳ群 8 名．
3??SRBI? SID? IBI????
表 1～3 に SID，IBI の結果による群ごとの SRBI の 3 カテゴリーの平均点と標準偏差を示した．SID， 




ただし，有意な結果が得られたのはこれのみであり，SRBI の「体型」（表 1）と「顔面」（表 2）に対しては
SID， IBI における何れの変数も有意な主効果を示さなかった．
? 1　SID， IBI の結果による群別にみた SRBI における「体型」の得点
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ANOVA（F）
SID 像の高さ 26.35 ± 5.98 26.85 ± 6.08 28.60 ± 5.25  .86
頭部の高さ 26.60 ± 5.19 27.11 ± 6.55 27.36 ± 4.28  .09
腰の幅 26.08 ± 7.90 27.60 ± 5.55 26.22 ± 4.08  .81
面積 25.30 ± 5.97 27.35 ± 6.10 27.88 ± 4.81 1.14
IBI 臓器数 28.06 ± 7.28 26.14 ± 5.32 27.02 ± 5.36 26.13 ± 3.80  .62
（注 1）　SID：df ＝（2,112）／IBI：df ＝（3,111）
（注 2）　1 要因分散分析の結果はすべて非有意（p>.05）であった．




本研究において人物画検査に枠付け法を採用した結果，SID を遂行できなかったのは 1 名（0.7%），






















? 2　SID， IBI の結果による群別にみた SRBI における「顔面」の得点
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ANOVA（F）
SID 像の高さ 12.35 ± 3.05 12.71 ± 3.31 13.65 ± 3.95  .84
頭部の高さ 12.45 ± 3.10 12.89 ± 3.62 12.86 ± 2.88  .14
腰の幅 11.88 ± 3.43 13.29 ± 3.33 12.11 ± 3.31 2.07
面積 11.70 ± 3.51 13.05 ± 3.23 13.00 ± 3.81 1.31
IBI 臓器数 13.06 ± 3.87 12.32 ± 3.20 13.14 ± 3.01 11.63 ± 3.70  .72
（注 1）　SID：df ＝（2,112）／IBI：df ＝（3,111）
（注 2）　1 要因分散分析の結果はすべて非有意（p>.05）であった．
? 3　SID， IBI の結果による群別にみた SRBI における「内臓」の得点
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ANOVA（F）
SID 像の高さ 8.20 ± 2.50 8.81 ± 2.36 8.95 ± 2.31  .63
頭部の高さ 9.10 ± 1.86 8.47 ± 2.59 9.27 ± 1.93 1.28
腰の幅 7.88 ± 2.27 8.75 ± 2.36 9.78 ± 2.24  3.47＊
面積 8.05 ± 2.44 8.78 ± 2.32 9.29 ± 2.47 1.33
IBI 臓器数 8.58 ± 2.89 8.82 ± 2.44 8.63 ± 2.00 9.63 ± 1.30  .46
（注 1）　SID：df ＝（2,112）／IBI：df ＝（3,111）
（注 2）　＊p<.05；1 要因分散分析の結果は「腰の幅」以外，非有意（p>.05）であった．









































－1SD 以上～＋1SD 未満（Ⅱ群），＋1SD 以上（Ⅲ群）の 3 群に対象者を群分けした．また IBI では描出さ
れた解剖学的部位の数に着目し，0 個（Ⅰ群），1～4 個（Ⅱ群），5～8 個（Ⅲ群），9～13 個（Ⅳ群）の 4 群に
対象者を群分けした．SID，IBI の 4 指標を独立変数とし，SRBI の 3 カテゴリー（体型，顔面，内臓）
得点を従属変数として 1 要因の分散分析を実施した結果，腰の幅の狭い人物画を描く者に比べ腰の幅の
広い人物画を描く者のほうが内臓機能に対する満足度が高いことが判明した．このような結果が得られ
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